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対象スコア/対象者 

Writing Strategyを修了さ
れた方、または、iBT 
Writingセクションで 22点
以上を取得済みの方 
 

目標スコア 

iBT Writingで 23点以上を
安定して獲得しつつ、25点
（素点 4.0）以上を目指す 
 

使用教材 

TOEFL iBT® TEST Writing 
Practice Manual 
 
TOEFL iBT® TEST Writing 
Practice (Academic 
Discussion) Manual 
 

TOEFL iBT® TEST  
Writing Practice 

授業目的 

Integrated と Academic Discussion双方の Taskにおいて集中
的に Essay/Response作成の演習を行い、Writing力をさらに高
める 

1. 本番形式演習とサンプルエッセイ/レスポンスの分析、それに続く
再作成の過程を経て、安定して素点 4.0を獲得できる力を身に
つける 

2. 高得点に繋がるWriting技法を再確認し、レベルの高いサンプ
ルエッセイ/レスポンスから表現・構文・論理展開や例証の流れを
学び、習得して自分のものにする 

コース受講時の注意点 

◼ 基本姿勢 
予習はしない。その代わり、復習と宿題を確実に消化しましょう！ 

◼ In-class Essay 8本の提出とグレーディング 
毎回の授業の宿題として、WMS(Writing Management System)に
アクセスして、作成した Essay /Responseを毎週 2本ずつを提出
し、ネイティブグレーダーによる採点・添削を受けます 
 
⚫ タイピングができる環境をご準備ください。 
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【授業内容】 
 

 

Day Part 項目 内容 

Day 1 

 

1 初めに クラス概要 

2 Pre-test① 現在の力の確認 (Integrated) 

3 本番形式演習① In-class Essay作成 （Integrated） 

4 演習後の解説 注意すべきポイントについて 

5 追加演習 同様のトピックの問題を用いて演習を重ねる 

6 Pre-test② 現在の力の確認 (Academic Discussion) 

7 本番形式演習② In-class Response作成 （Academic Discussion） 

8 Day 1の宿題 消化吸収すべき事柄と＋αの課題 

Day 2 

1 前回の課題の復習 重要項目の再確認 

2 本番形式演習① In-class Essay作成 （Integrated） 

3 Lecture情報強化 Lecture情報を正確に把握し、細部を Essayに取り込む練習 

4 本番形式演習② In-class Response作成 （Academic Discussion） 

5 演習後の解説 説得力のある Exampleを提示する方法 

6 サンプル分析 高得点に繋がるポイントを把握する 

7 追加演習 サンプルからの学びを踏まえ、別な問題で演習して力を定着さ

せる 

8 Day 2の宿題 消化吸収すべき事柄と＋αの課題 

Day 3 

1 Note-making演習① Integratedにおいて、Lecture 

情報を詳細かつ正確に拾い上げる為の発展演習 

2 Note-making演習② Integratedにおいて、Lecture 

情報を詳細かつ正確に拾い上げる為の発展演習 

3 本番形式演習① In-class Essay作成 （Integrated） 

4 演習後の解説① 注意すべきポイントについて 

5 本番形式演習② In-class Response作成 （Academic Discussion） 

6 演習後の解説② 説得力のある Exampleを提示する方法 

7 サンプル分析 高得点に繋がるポイントを把握する 

8 Day 3の宿題 消化吸収すべき事柄と＋αの課題 

Day 4 

1 課題の確認 復習としてここまでに積み重ねておくべき事柄のチェック 

2 本番形式演習① In-class Essay作成 （Integrated） 

3 演習後の解説① 注意すべきポイントについて 

4 Post-test① 実力の向上を体感する （Integrated） 

5 Day 4 の宿題 (Integrated) 消化吸収すべき事柄と＋αの課題 

6 前回の課題の振り返り サンプルから学び、活かせる点についての確認 

７ 本番形式演習② In-class Response作成 （Academic Discussion） 

８ 演習後の解説② 注意すべきポイントについて 

９ Post-test② 実力の向上を体感する （Academic Discussion） 

１０ Day4の宿題 (Academic 

Discussion) 

消化吸収すべき事柄と＋αの課題 

１1 終わりに 今後の学習方針と激励の言葉 
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